
 

 

 

 

令 和 ８ 年 １ ０ 月 ７ 日 

こども未来部こども家庭支援課 

 

 

子どもの医療費助成等のオンライン資格確認システムとの連携開始について 

 

 

１ 概要 

  マイナンバーカードと健康保険証の一体化が進められる中で、医療費助成の受給者証

が紙のままでは利便性が十分に高まらないため、マイナンバーカードを公費負担医療や

子ども、ひとり親家庭等の地方単独の医療費助成の受給者証としても利用できるように

するもの。 

  現在、国において、デジタル庁が開発した、自治体と医療機関をつなぐ情報連携基盤

PMH（Public Medical Hub）の全国導入が進められている。 

  本区においても、子どもやひとり親家庭等医療費助成の受給者情報を医療機関や薬局

のレセプトコンピュータと PMH を介して連携するため、自治体業務システムを改修する

とともに関連する条例を改正する。 

 

２ 対象制度 

 〇子ども医療費助成（マル乳・マル子・マル青） 

〇ひとり親家庭等医療費助成（マル親） 

 

３ 実施（予定）状況 

  令和８年４月 令和８年度地域診療情報連携推進費補助金（医療費助成のオンライン

資格確認の先行実施のための自治体システム改修等事業）の実施通知

（国） 

       ５月  東京都と東京都医師会、歯科医師会、薬剤師会との医療費助成制度に

係る契約書中一部改訂書の締結 

     ９月 江東区医師会・歯科医師会・薬剤師会へ周知  

   １２月 システム改修完了（予定）  

        第四回区議会定例会において条例改正議案付議 

  令和９年３月  区報・HP・SNS による区民向け周知 

         受給者証連携開始（予定） 

 

４ その他 

  当面の間全ての受給者に紙の医療証の交付を継続し、従前どおりの利用を可能とする。 
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